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【BOXスコア】

【戦評】

【戦評記載者】 黒田　和利

福岡県バスケットボール協会

全九州大会２回戦、沖縄県１位西原対宮崎県２位小林との対戦、チームA西原のスターティングメンバ―は、＃４、＃
７、＃８、＃１２、＃１４、チームB小林のスターティングメンバ―は、＃５、＃６、＃７、＃１３、＃１４で試合開始。
第1Q両チームともマンツーマンスタート。西原は１回戦同様オールコートでプレッシャーをかけミスを誘うも、小林#6の
キャリーには効果が薄く苦しいスタート。両チームともブレイクと3Pの応酬でスピーディーな展開。小林#7、#14のゴー
ル下のディフェンスにより西原のレイアップ、リバウンドからの得点は抑えられ加点に苦しむ展開。第1Qは17-27の小
林10点リード。第2Q小林のシュートミスから西原ブレイクで連続2ゴール小林タイムアウト。小林は#13の3P、#6の1on1
による加点、西原はブレイクと#7の3Pなどで追い上げを図るもその差は15点に広がり29-44の小林リードのまま前半
終了。第3Q小林の力強いチームディフェンスに西原#7も抑えられ、外角のシュートが中心となり、リバウンドも小林の
#7#14に制され加点に苦しむ展開。一方小林はPG#6のコントロールから着実に得点を重ね第3Q終了には点差を21点
に広げる。第4Q西原は再度プレスチャレンジ。小林のミスを誘い残り7分36小林が17点差でタイムアウト。落ち着きをと
り戻した小林は正確なパッシングにより西原のハードアタックを回避し、的確な判断のもと得点を重ねる一方、西原も
#4、#7の3P、#13のドライブなどにより、残り1分35秒で13点差まで追い詰め西原ボールでタイムアウト。西原#7、#8の
3Pで9点差残り27秒。依然続ける西原のアタック。ブザービートで西原#4が3P決めるもタイムアップ。
終始オールコートの豊富な運動量のもと、激しい当たりにも物怖じせず最後まで粘り続ける西原の選手の姿が印象的
だった。小林は強い体格を生かしバランスンのとれた選手構成でベスト4を獲得。準決勝もより強くチーム力を発揮した
戦いに期待したい
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1st

西原 85
2nd

93 小林
3rd

第2副審 林瀬 由依

主審 山口 憲昭

第49回全九州高等学校バスケットボール春季選手権大会

会場 福岡市総合体育館

日時 平成31年3月23日

第1副審 西村 かおり

(土) 16:30

コート Cコート 第6試合

カテゴリー 女子 2回戦
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